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看
護
歴
史
研
究
確
立
へ
の
模
索
と

研
究
者
の
資
質
の
向
上

亀
　
山
　
美
知
子

去
る
八
月
一
九
∴
一
〇
日
の
両
日
に

開
催
さ
れ
た
第
三
回
日
本
看
護
歴
史
学

会
大
会
の
参
加
者
数
は
、
こ
れ
ま
で
の

大
会
を
や
や
下
回
っ
た
も
の
の
、
今
ま

で
と
は
一
味
違
っ
た
様
相
を
み
せ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
の

は
、
会
員
相
互
の
交
流
が
深
ま
っ
た
こ

と
で
分
科
会
の
参
加
な
ど
が
よ
り
円
滑

に
な
っ
た
こ
と
、
大
会
参
加
の
目
的
が

よ
り
明
確
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
泰
会
が
重
視
し

て
き
た
分
科
会
活
動
が
、
わ
ず
か
ず
つ

定
着
し
て
き
た
こ
と
も
そ
の
要
因
で
あ

る
と
思
え
ま
す
。

総
会
の
場
で
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

今
年
度
の
活
動
方
針
と
し
て
、
太
会
は

研
究
者
と
し
て
の
資
質
の
向
上
、
研
究

的
態
度
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
を
打
ち

出
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
看
護
史

の
研
究
対
象
が
非
常
に
広
範
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
と
も
す
れ
ば
研
究
目
的
が
不

明
瞭
に
な
り
や
す
く
な
る
と
い
う
危
険

性
を
は
ら
ん
で
い
る
か
ら
と
も
い
え
ま

す
。
そ
の
反
面
、
こ
の
分
野
の
研
究
報

比
口
数
は
、
他
の
分
野
よ
り
も
少
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
資
料
集
な
ど
先
行
研

究
の
検
索
を
容
易
に
す
る
だ
け
の
設
備

が
不
十
分
な
た
め
、
自
分
の
研
究
テ
ー

マ
に
関
す
る
研
究
史
を
踏
ま
え
る
の
が

困
難
な
ま
ま
、
研
究
に
取
り
組
む
と
い

っ
た
、
基
本
的
な
問
題
も
横
た
わ
っ
て

い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

日
本
看
護
歴
史
学
会
と
し
て
は
、
こ

れ
ら
の
現
状
に
鑑
み
、
会
員
相
互
の
指

導
体
制
の
確
立
を
は
か
る
こ
と
、
『
日

本
看
護
歴
史
学
会
誌
』
の
充
実
を
目
指

し
、
掲
載
記
事
等
の
十
分
な
検
討
と
、

内
容
に
責
任
の
も
て
る
だ
け
の
質
の
向

上
を
目
指
し
、
学
会
誌
の
編
集
委
員
会

の
補
強
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
制
の
確
立

を
行
な
っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

看
護
歴
史
研
究
の
確
立
と
質
の
向
上

は
取
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
私
た
ち
の
共

通
の
課
題
で
す
が
、
決
し
て
権
威
主
義

的
体
質
に
は
陥
ら
な
い
よ
う
に
常
に
自

戒
し
な
け
れ
・
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
会
員
に
よ
る
相
互
の
指
導
休
制

の
確
立
の
た
め
に
は
、
研
究
等
に
対
す

る
批
判
を
頁
撃
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
体

質
も
、
今
後
、
よ
り
望
ま
れ
る
と
い
え

ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
完
成
し
た
研
究

の
大
家
な
ど
で
は
な
く
、
お
互
い
に
開

拓
者
な
の
で
す
か
ら
。

歴
史
、
歴
史
研
究
に
つ
い
て

歴
史
と
歴
史
研
究
に
は
境
目
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
叙
述
さ
れ
る
歴

史
は
、
そ
の
ま
ま
歴
史
研
究
で
も
あ
る

か
ら
で
す
。
歴
史
と
は
、
よ
く
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
単
に
事
実
を
書
き
連
ら
ね

る
だ
け
の
「
生
じ
た
る
歴
史
」
を
い
う

の
で
は
な
く
、
歴
史
存
在
で
も
あ
る
自

分
の
目
を
通
し
て
視
た
歴
史
を
叙
述
す

る
「
書
か
れ
た
る
歴
史
」
が
目
指
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

す
で
に
確
立
さ
れ
て
い
る
歴
史
観
も
含

め
、
個
々
の
歴
史
を
視
る
目
（
＝
歴
史

観
）
を
養
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
事
実
を
無
視
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
事
実
こ
そ

人
間
が
最
も
把
握
し
や
す
い
真
実
だ
か

ら
で
あ
り
、
あ
る
事
象
の
生
じ
た
背
景

と
、
そ
の
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
因

果
関
係
を
明
確
に
す
る
作
業
は
歴
史
研

究
に
と
っ
て
基
本
的
か
つ
重
要
な
意
味

を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
客

観
的
情
報
を
十
分
得
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
史
料
は
、
そ
の
事
象
に
限
っ

て
の
み
集
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、

そ
の
事
象
に
関
連
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
全
て
渉
猟
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

収
集
す
べ
き
史
料
は
、
よ
り
蓋
然
性
の

高
い
根
太
史
料
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。
し
か
し
、
歴
史
研
究
は
批
判
す

る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
と
い
わ
れ
る
よ

ぅ
に
、
集
め
た
史
料
に
は
十
分
な
批
判

を
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
史
料
を
基
盤
と
し
て
事
実

を
鮮
明
に
し
た
と
き
、
は
じ
め
て
研
究

者
の
主
観
（
と
い
っ
て
も
独
断
や
偏
見

で
は
困
り
ま
す
）
に
基
い
て
「
生
じ
た

る
歴
史
」
の
意
味
を
読
み
と
る
作
業
が

可
能
に
な
る
と
い
え
ま
す
。

何
の
研
究
で
も
共
通
し
て
言
え
る
こ

と
で
す
が
、
労
な
く
し
て
は
良
い
研
究

は
で
き
な
い
と
い
え
ま
す
。
た
だ
し
、

史
料
に
固
執
す
る
あ
ま
り
「
史
料
の
囚

人
」
と
い
う
弊
害
は
避
け
た
い
も
の
で

す
が
。
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第
三
回
日
本
看
護
歴
史
学
会
大
会
の
経
過
報
告

第
三
回
大
会
の

開
催
経
過
報
告

八
月
一
九
日
　
（
土
）

講
演
「
医
療
と
看
護
婦
・
中
国
の
場
合
」

神
戸
大
学
教
授
　
箆
久
美
子
氏

会
員
に
よ
る
研
究
発
表

司
会
　
大
平
政
子
氏

「
看
護
博
物
館
の
分
類
と
特
徴
」

飯
島
美
代
子
氏

日
本
看
護
歴
史
学
会
総
会
（
別
項
参
照
）

懇
親
会

八
月
二
〇
日
　
（
日
）

分
科
会
開
催
（
別
項
参
照
）

放
談
会
「
私
の
み
た
戦
後
の

苫
護
教
育
改
革
」

司
会
　
ラ
イ
ダ
ー
島
崎
玲
子
氏

五
十
嵐
節
氏

発
言
者

元
日
本
看
護
協
会
会
長
（
厚
佳
省
）

小
林
富
美
栄
氏

元
東
京
都
看
護
協
会
会
長
（
東
こ

吉
出
浪
子
氏

当
時
東
京
看
護
教
育
模
範
学
院
生
徒

氏
家
幸
子
氏

一
九
八
八
年
度

事
務
局
報
告

山
　
崎
　
雅
　
代

一
九
八
八
年
度
の
本
会
の
事
業
と
し

て
は
、
仰
近
代
宥
護
婦
百
年
記
念
事
業

の
実
施
（
別
項
参
照
）
、
㈲
学
会
誌
二

号
を
発
刊
、
㈲
会
報
四
・
五
号
を
発
刊
、

㈲
幹
事
会
の
開
催
、
①
一
九
八
八
年
八

月
二
〇
日
（
日
）
、
②
一
九
八
九
年
一

月
七
日
　
（
土
）
。
会
報
に
は
で
き
る
だ

け
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
会
員
の
皆
様
に

お
知
ら
せ
す
る
と
い
う
機
能
を
も
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
す
み
ず
み
ま
で

目
を
通
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。入

会
者
は
一
九
八
七
年
〓
ハ
七
名
、

一
九
八
八
年
四
〇
名
、
一
九
八
九
年
八

月
二
〇
日
現
在
八
名
、
脱
会
者
一
名
あ

り
、
現
在
会
員
総
数
二
一
四
名
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

住
所
変
更
の
届
け
が
い
ろ
い
ろ
な
形

で
さ
れ
て
お
り
、
郵
便
物
が
返
送
さ
れ

て
来
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
後
住
所

等
の
変
更
は
事
務
局
へ
お
願
い
致
し
ま

す
。

近
代
的
看
護
婦
発
祥

百
年
記
念
事
業
報
告

亀
　
山
　
美
知
子

一
九
八
八
年
が
日
赤
に
お
け
る
近
代

的
看
護
婦
の
発
祥
か
ら
百
年
目
に
あ
た

る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業
を
行
な
う
こ

と
が
決
定
さ
れ
「
看
護
婦
百
年
の
あ
ゆ

み
写
真
展
」
の
開
催
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ

レ
カ
の
販
売
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

写
頁
展
開
催
に
対
し
て
は
本
会
か
ら

一
〇
万
円
、
京
都
府
看
護
協
会
か
ら
協

力
金
二
〇
万
円
の
ほ
か
、
会
員
五
五
名
、

非
会
員
（
個
人
・
団
体
・
企
業
等
）
八

五
名
の
寄
附
金
の
総
計
約
一
四
五
万
円

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
京
都
市
、
東
京

都
、
名
古
屋
市
、
．
浜
田
市
、
福
井
市
、

岡
山
市
、
近
江
八
幡
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
各
地
方
自

治
体
お
よ
び
看
護
協
会
の
協
賛
ま
た
は

後
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

多
く
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
に
よ
っ

て
、
広
く
一
般
市
民
に
看
護
婦
の
歴
史

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

経
費
の
残
額
は
ア
ル
バ
ム
の
作
製
に

使
用
す
る
こ
と
が
総
会
の
場
で
了
承
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
写
頁
の
再
度
の
使
用

に
つ
い
て
御
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
レ
カ
は
四
千
枚
を
作

製
、
大
半
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

収
益
は
今
後
の
事
業
資
金
と
し
て
特
別

会
計
扱
い
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

分
科
会
報
告

分
科
会
担
当

高
　
橋
　
み
や
子

分
科
会
活
動
の
趣
旨
に
基
い
て
運
営

さ
れ
る
大
会
は
平
素
の
学
習
・
研
究
の

成
果
を
話
題
提
供
し
、
研
究
領
域
の
開

発
、
研
究
方
法
の
検
討
、
史
料
の
発
掘
、

文
献
等
の
情
報
交
換
な
ど
幅
広
い
意
見

交
換
や
交
流
を
は
か
る
場
と
な
り
ま
す
。

第
三
回
大
会
で
は
、
二
十
四
分
科
会

の
う
ち
、
話
題
提
供
の
申
込
み
が
あ
っ

た
六
分
科
会
を
開
き
ま
し
た
。
第
一
回

大
会
で
は
顔
合
わ
せ
、
第
二
回
大
会
で

は
幹
事
等
の
主
導
で
あ
っ
た
事
を
思
う

と
、
長
足
の
進
歩
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

最
初
、
話
題
提
供
者
が
全
体
会
で
発

表
し
、
そ
の
後
、
各
分
科
会
に
別
れ
ま

し
た
。

一
、
文
学
・
映
像
に
み
る
看
護
　
六
名

参
加
。
小
山
干
加
代
氏
の
「
病
草
紙
に

み
る
　
（
柄
）
　
と
（
病
人
）
　
の
と
ら
え
方
」

の
報
告
後
、
医
療
と
加
持
祈
祷
、
史
料

・
文
献
に
つ
い
て
意
見
交
換
。
「
古
事

記
に
み
る
看
護
・
医
療
」
　
「
原
爆
と
看

護
」
等
、
各
自
の
研
究
テ
ー
マ
を
紹
介

し
合
う
。

二
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
　
六
名
参
加
。

上
岡
澄
子
氏
の
「
わ
が
国
に
お
け
る
ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
受
容
」
の
報
告
後
、

文
献
に
基
づ
き
、
明
治
期
の
時
代
背
景

と
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
紹
介
の
変
化
、
特

2
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に
、
十
年
代
の
自
立
し
た
女
性
か
ら
、

三
十
鉦
代
の
従
軍
看
護
婦
の
手
本
や
博

愛
心
輝
き
人
へ
の
変
化
に
つ
い
て
討
議
。

三
、
輝
肴
爬
史
・
各
国
史
　
三
名
参
加
。

白
川
蘭
一
代
の
　
「
轍
看
護
史
」
報
告
後
、

強
看
簿
史
の
研
究
視
点
（
看
護
、
医
療
、

患
者
）
、
明
治
以
前
の
史
料
発
掘
、
療

養
所
葦
閏
に
よ
る
質
料
収
集
等
、
研
究

方
法
に
つ
い
て
意
見
交
換
。
白
川
氏
は
、

「
西
ド
イ
ツ
の
看
護
」
に
つ
い
て
も
、

原
資
机
を
翻
訳
し
整
理
中
。

四
、
節
酒
教
育
史
　
九
名
参
加
。
藤
村

籠
子
誉
・
山
崎
雅
代
氏
の
「
改
正
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
歴
史
的
視
点
か
ら
み
る
」

の
報
賢
掩
、
意
見
交
換
。
今
年
度
の
研

究
課
豊
は
、
看
護
史
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
中
に
ど
う
相
関
づ
け
る
か
、
ゆ
と
り

あ
る
教
育
の
歴
史
的
変
遷
、
他
二
題
で
、

研
究
結
里
は
米
印
宿
題
報
告
の
予
定
。

五
、
G
H
Q
　
九
名
参
加
。
田
中
幸
子

氏
の
「
G
H
Q
に
よ
る
民
主
化
政
第
－

看
護
費
隼
の
導
入
」
の
報
告
後
、
各
自

の
関
、
専
分
野
を
述
べ
、
資
料
提
供
な
ど

の
ネ
ソ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
検
討
。
今
後

の
課
麿
は
、
G
H
Q
と
女
性
の
民
主
化

等
広
い
視
点
で
の
研
究
を
進
め
る
。
看

護
資
料
軒
、
博
物
館
の
設
立
な
ど
。

六
、
度
代
打
護
史
　
四
名
参
加
。
鵜
沢

陽
子
誉
は
「
官
制
心
得
等
か
ら
み
た
近

代
看
鰭
閂
理
者
の
名
称
、
冨
貝
、
地
位
、

職
務
の
変
遷
に
つ
い
て
」
報
告
し
、
史

料
収
撃
・
解
釈
の
説
明
。
病
院
の
看
護

管
理
者
の
選
考
基
準
と
基
本
姿
勢
に
つ

い
て
討
議
。
共
通
課
題
と
せ
ず
、
各
自

の
研
究
興
味
を
深
め
て
行
く
予
定
。

本
年
度
の
六
分
科
会
は
来
年
も
開
く

予
定
で
す
。
話
題
提
供
者
の
調
整
を
各

分
科
会
毎
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
、
各
国
史
、
宗
教
と
看
護
、
看

護
思
想
史
、
生
活
文
化
と
看
護
、
公
衆

衛
生
看
護
史
、
助
産
・
助
産
婦
の
歴
史
、

社
会
と
看
護
等
も
早
期
に
具
体
的
な
研

究
活
動
に
入
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
各

分
野
か
ら
、
こ
の
指
に
留
ま
れ
と
話
題

提
供
者
の
名
乗
り
を
上
げ
て
下
さ
い
。

研
究
分
野
と
研
究
方
法
を
確
立
し
、

研
究
内
容
を
深
め
て
行
く
た
め
に
は
、

研
究
者
の
層
が
厚
く
な
っ
て
行
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
継
続

的
な
参
加
の
メ
ン
バ
ー
と
新
規
の
メ
ン

バ
ー
と
混
成
す
る
分
科
会
、
地
区
毎
・

テ
ー
マ
毎
の
研
究
会
活
動
が
活
発
に
な

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
多
勢
の
方
が
継

続
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

関
心
分
野
が
は
っ
き
り
し
た
方
は
、

話
題
提
供
に
挑
戦
し
、
話
題
提
供
者
は

翌
年
の
研
究
発
表
か
投
稿
論
文
に
挑
戦

し
、
積
み
重
さ
ね
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

楽
し
く
か
つ
実
あ
る
分
科
会
に
す
る
た

め
に
、
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

1988年度会計報告
支　　　 出　　　 の　　　 部

項　 目 予 算 額 鱒　 算　 額 差 引 額

頑 痍線費 130．000 5 7．4 59 72．54 1

印刷費 （2 0．00 0 ） （2 2．00 0 ）

通信費 （9 0．00 0 ）： （19，5 30 ）

事務用品費 （2 0．0 0・0 ） （15 ，9 29 ）

衰醸費 50．0 0 0 4 1，9 60 8，P4P

由鹿茸 2 50．000 33 4．696 △　 84，696

会報発行費

学会誌発行焚

（9 0．0 00 ）

（16 0．0 00 ）

（136 ，26 0 ）

内 訳

3 号 30．08 0

4 号 92，88 0

ハガキ 13 ，30 0
（198 ．4 36 ）

会員名簿費 0 0 0

寵 会療 50．000 5 0．0 00 0

分科会経費 40．000 9．9 77 30．023

記念専業費 100．000 10 0．0 00 0

・予備療 10 0．670 100．67 0

合　 計 720．670 59 4，0 92 126，578

次年度への線越顎747．716－594．092＝153．624

日本看護歴史学会
収　　　 入　　　 の　　　 部

項　 目 予 算 額 決　 界　 額 差 引 額

前年度繰越金 200．6 70 200．670 0

会　　　　 費 5 10．000 　 4 83．00 0

会費 12 1人

入会費 4 0人
計 16 1×3 000

△　 27．000

寄付金その他

の収入

10．000 　 64，04 6

村田鈴子他 12，00 0

メディカル広告料 3 0．00 0
看護の科学杜 10．0 00

会誌売上 8．6 70
利子 3．3 76

54．046

合　 計 7 20．670 747，7 16 27．0 46

日 本 看 護 歴 史 学 会 1 9 8 9 年 度 予 算　　　　　　 （単 位 ＿門 主＿

収　　　 入　　　 の　　　 部 支　　　 出　　　 の　　　 部

項　　　 目 予　 算　 額 備　　　 考 約 年 堅 ヱ旦 畢 ＿＿ 項　　　 目 予　 昇　 額 備　　　 考 前 年 度 ・予算 鱒

前 年 度 繰 越 金 153，624 2 10．6 70 軍 務 経 費

印刷 費

通 信 費

事務 用 品 費

130．00 0

（2 0．0 00 ）

（9 0．0 00 ）

（20．0 00 ）

一■■■■■■■－ ■■■■ 130 ．00 0

（20．0 00 ）

（9 0．000 ）

（20．0 00 ）

会　　　　 費 5 10．00 0 170人 ×3，0 0 0 17 0人 × 3．00 0

5 10．0 00

幹 事 会開 催 費 100 ．00 0 50 ．00 0

出 痕 環

会 報発 育j 市

280 ．0 00

（10 0．000 ） 年 3 回

25 0．00 0

（9 0．0 00 ）

寄 付 金 その 他

の 収 入

10．000 10．0 00 学 会肱 発 行償 （18 0．000 ） 勾三1 回 （160．0 00 ）

委 員 名闊 費 20♪0 0 3 咋／ l lf．季1 旦

総 会費 5 0．00 0 5 0．00 0

40 ．0 00分 再 会藤 澤 20 ．00 0

¶東 金 弔 繋吾 0 　 一■■■■●l■ト－－一・・一－＿一一▼一一一一．一・・一．▼－一つ了発展 補 肋 　 l〔0．0 00
■■■■■■■■－．■■H．■■●－ ■・－■■■■■■■｛■■■■■■■■■●■■■■－■－・■■■■■■■■一■■■－ t－予備費　　 ■■■■■■■■■●疇■t■■■■■■■・■－

●■岬　　 73 ．6 24 ■■■■　■■■■■■■■■■■－■■■●■■■■■■HH■■■■■■一一■■■■■一一一・一■■■■■■■－ 10 0．6 70

合　　　 計 ●■■■■■■■■－ t－6 73．624 ・一・一一■■■－■■■■■■■■■■■■■■■■一一l■■■■■■l■■■■■■■l■■■■一一■■－■　72 U．6 70 合　　　 計 67 3．6 24 72 0．670

一一3－
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正
念
場
迎
え
た

第
三
回
大
会

鵜
　
沢
　
陽
　
子

創
立
総
会
か
ら
連
続
三
回
出
席
し
て

の
私
の
印
象
は
、
本
学
会
が
生
き
る
か

死
ぬ
か
は
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
が
正
念

場
と
い
う
感
を
強
く
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、

通
常
の
歴
史
学
会
の
構
成
員
は
、
歴
史

学
や
歴
史
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
の
共

通
の
理
解
や
認
識
の
あ
る
人
々
で
あ
る
。

学
会
を
銘
う
つ
限
り
当
然
の
話
で
あ
る

が
、
本
学
会
に
お
い
て
は
そ
の
前
提
が

必
ず
し
も
保
障
さ
れ
え
な
い
。

従
っ
て
、
現
状
で
、
早
急
に
、
学
問

的
椎
威
を
求
め
れ
ば
会
の
成
立
は
困
難

と
な
り
、
そ
の
目
標
を
放
棄
す
れ
ば
単

な
る
同
好
会
と
な
る
危
険
が
あ
る
。

こ
の
難
題
の
解
決
に
は
、
一
に
会
員

各
日
の
た
ゆ
ま
ぬ
研
摺
、
努
力
以
外
に

な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
努
力
の

力
向
を
誤
ら
な
い
た
め
に
は
、
当
面
、

石
雅
史
分
野
に
限
ら
ず
一
流
の
歴
史
学

肴
の
講
演
か
ら
歴
史
学
一
般
の
知
識
を

学
び
つ
つ
、
歴
史
認
識
の
方
法
に
か
な

っ
た
研
究
を
最
低
一
題
は
発
表
す
る
と

い
う
指
導
者
主
導
の
教
育
的
看
護
歴
史

学
会
を
志
向
す
る
は
か
な
い
と
思
う
。

学
会
運
営
関
係
者
の
多
大
な
御
苦
労

を
謝
し
つ
つ
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
如
き
思
い

中
半
の
心
境
で
帰
途
に
つ
い
た
。

成
長
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を
感
じ
た
。
私
な

り
の
感
想
を
二
点
挙
げ
る
上
、

一
、
看
護
歴
史
を
学
ぶ
と
は
　
ー
　
を
、

今
一
度
原
点
に
返
っ
て
み
る
こ
と
。
学

会
を
学
問
的
観
点
か
ら
盛
り
上
げ
よ
う

と
努
力
さ
れ
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
の
方
々

の
ジ
レ
ン
マ
も
感
じ
ら
れ
た
。
会
員
各

自
、
自
覚
を
新
た
に
し
、
個
々
の
研
究

「
放
談
会
」
で
の
各
氏

参　加　者　の　声
に
客
観
的
立
場
と
、
広
い
視
野
で

と
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

反
省
す
る
。
研
究
対
象
を
歴
史
的

視
点
か
ら
調
査
す
る
具
体
的
方
法

と
し
て
、
亀
山
氏
の
示
唆
に
学
び

た
い
。
　
　
　
　
．

二
、
苦
い
人
達
の
精
力
的
研
究
と
、

ユ
ニ
ー
ク
な
と
り
組
み
万
が
、
刺

激
的
で
あ
っ
た
。
田
舎
で
「
井
の

中
の
蛙
」
を
地
で
い
く
私
に
は
、

研
究
対
象
の
と
ら
え
方
、
発
想
、

広
が
り
に
柔
軟
な
思
考
力
を
感
じ
、

愉
鈷
か
っ
た
。
又
、
大
先
輩
の

「
生
辞
引
」
的
な
人
と
、
他
の
学

問
を
学
び
な
が
ら
の
若
い
人
。
そ

ん
な
人
達
が
分
け
隔
て
な
く
論
議

和
気
罷
々
の

場
に
感
動

佐
々
木
　
美
　
事

三
回
目
を
迎
え
た
日
本
看
護
歴
史
学

会
。
今
迄
と
は
違
っ
た
印
象
を
受
け
、

し
て
い
る
様
は
、
こ
の
学
会
な
ら
で
は

1
－
の
光
景
と
思
う
。

最
後
に
、
亀
山
氏
の
　
「
看
護
界
の
土

井
た
か
子
」
発
言
に
、
彼
女
の
学
会
へ

の
熱
い
思
い
は
勿
論
の
こ
と
、
看
護
へ

の
理
想
と
現
実
を
考
え
る
心
の
深
さ
を

感
じ
た
。

寛
久
美
子
先
生
の

講
演
を
聞
い
て

山
　
田
　
豊
　
子

中
国
の
護
士
に
つ
い
て
と
い
う
テ
ー

マ
に
ひ
か
れ
、
期
待
を
持
っ
て
参
加
し

た
。
と
い
う
の
も
、
日
頃
仕
事
を
し
な

が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
看
護
・
文
化
の
影

響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
反
面
、
現
実

に
は
何
か
し
っ
く
り
と
い
か
な
い
も
の

を
感
じ
て
い
た
事
も
あ
り
、
隣
国
の
中

国
で
の
話
の
中
に
、
何
か
ヒ
ン
ト
で
も

あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

護
士
と
い
う
名
称
は
文
革
時
代
に
使

用
さ
れ
た
言
葉
で
、
そ
れ
以
前
は
看
護

婦
と
呼
ば
れ
、
社
会
的
地
位
は
低
い
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
病

人
を
誰
が
看
て
い
た
か
と
い
う
事
に
つ

き
、
家
族
の
中
で
女
性
の
役
割
で
あ
り
、

儒
教
の
影
響
を
う
け
た
土
壌
の
中
で
専

門
職
と
し
て
は
社
会
か
ら
評
価
さ
れ
ず

に
き
た
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
日

太
で
も
同
様
の
事
が
い
え
る
様
に
思
え

た
。ま

た
、
看
護
史
か
ら
少
し
離
れ
て
一

九
二
二
年
頃
に
中
国
か
ら
日
永
の
東
京

女
子
医
尋
へ
留
学
し
た
学
生
の
書
い
た

留
学
記
『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
ク
ー
キ
ー

ズ
』
の
話
を
興
味
深
く
思
っ
た
。
そ
の

中
で
、
日
木
人
の
勉
強
態
度
と
他
の
東

洋
人
に
対
し
て
の
差
別
意
識
は
現
代
で

4
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も
続
い
て
い
る
事
だ
と
話
さ
れ
、
日
木

に
来
て
、
こ
の
国
を
嫌
い
に
な
っ
て
ゆ

く
留
学
桟
が
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て

せ
つ
な
い
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
た
が
、

最
後
に
話
さ
れ
た
「
主
体
で
あ
る
人
間

の
質
が
上
が
ら
な
い
と
医
療
は
向
上
し

な
い
」
と
い
う
話
に
、
看
護
と
い
う
狭

い
範
囲
の
中
で
考
え
て
い
た
自
分
に
気

づ
き
、
何
事
も
相
互
関
係
の
中
で
築
か

れ
て
ゆ
く
も
の
だ
と
い
う
車
を
強
く
感

じ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
非
会
員
）

会費納入のお願い

会費未納の方々は，至急，下記の

郵便振替口座へ御送金下さい。

（年会費3，000円）

京都ト52185日本看護歴史学会

◇
第
三
回
大
会
会
場
の
忘
れ
も
の

0
女
も
の
の
折
り
た
た
み
傘
（
ピ
ン
ク

の
縞
模
様
）
一
本

持
主
の
方
は
、
第
三
回
大
会
事
務
局

（
京
都
市
立
看
護
短
期
大
学
）
ま
で
御

連
絡
下
さ
い
。

◇
お
詫
び
と
訂
正

会
報
第
五
号
の
記
事
中
に
次
の
誤
ま

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

〇
一
貢
二
段
目
右
か
ら
五
行
目
「
ま
た

来
年
は
助
産
婦
」
1
「
五
年
後
」

〇
二
貢
四
段
目
左
か
ら
三
行
目
「
第
一
二

条
」
1
「
第
六
条
」

〇
三
貢
三
段
目
の
見
出
し
部
分
「
高
橋

す
み
子
」
1
「
高
橋
み
や
子
」

第
四
回
大
会
分
科
会

話
題
提
供
者
の
募
集

話
題
提
供
の
テ
ー
マ
と
参
加
者
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
　
（
6
0
字
以
内
）
、
参
加
者

が
準
備
す
る
資
料
・
デ
ー
タ
・
情
報
等
、

印
刷
物
の
有
無
、
視
聴
覚
器
材
使
用
の

有
無
を
具
体
的
に
記
入
し
、
分
科
会
担

当
高
橋
ま
で
郵
送
し
て
下
さ
い
。
応
募

〆
切
り
一
九
九
〇
年
四
月
上
旬
。
そ
れ

以
後
も
受
付
け
ま
す
が
、
会
報
へ
掲
載

で
き
ま
せ
ん
。

総会（第2回）収支決算

匠ヨ
大会参加費（94人．）　　　　282，000
懇親会参加費（30人）　　　90，000

50，000本会総会費
合計　　　　　　　　422，000

匠田
講師謝金・車代　　　　　　　70，000

（講演者40，000　シンポジスト30，000）
アルバイト賃金　　　　　　　27，000

（5，000×3＋4，000×3／時給500円）
昼食代　　　　　　　　　　　36，200
懇親会　　　　　　　　　　　75，100

（料理60，000　飲物15，100）
反省会　　　　　　　　　　　37，200
会場利用料　　　　　　　　　35，000

（冷房費25，000　謝礼10，000）
コピー代　　　　　　　　　15，000
通信費　　　　　　　　　　　　3，450
諸雑費　　　　　　　　　　31，237

事務用品，記録用品等）（接待，合計　　　　　　　　330，187差引残高　422，000－330，187＝91，813（次年度総会費用へ繰越）

千
葉
・
東
京
地
区

研
究
会
の
御
案
内

昨
年
九
月
の
発
足
以
来
一
年
た
ち
ま

し
た
。
小
山
氏
、
上
岡
氏
が
分
科
会
で

話
題
提
供
す
る
な
ど
、
参
加
者
は
は
り

き
っ
て
い
ま
す
。
第
七
回
定
例
会
は
十

月
十
四
日
（
土
曜
日
）
、
午
後
二
時
～

四
時
、
場
所
千
葉
県
立
衛
生
短
大
学
生

指
導
室
A
、
話
題
提
供
者
図
書
館
司
書
、

伊
藤
氏
、
「
文
献
の
検
索
に
つ
い
て
」

で
す
。
参
加
者
は
当
日
、
甫
接
会
場
ま

で
お
こ
し
下
さ
い
。
問
合
せ
先
、
千
葉

県
立
衛
生
短
大
の
小
野
清
美
氏
か
千
葉

大
学
鵜
沢
陽
子
氏
（
高
橋
）

看護学生の哲学入門
●人間理解のために
共著／内藤純郎

（横浜市立大学文理学部・助教授）

伊藤泰雄
（≠浜市立大学医学部附t嘉等t穫学校・講師

●主な内容

人間らしさ／身性・表現・世界／／／牛と叱／
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幹
事
選
挙
の
お
し
ら
せ
と
公
示

す
で
に
会
報
第
五
号
で
お
し
ら
せ
し

た
と
お
り
、
本
会
会
則
第
一
六
条
に
薫

き
、
今
年
度
中
に
次
期
幹
事
の
選
挙
を

行
な
う
こ
と
が
、
去
る
八
月
一
九
日
の

総
会
の
場
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
看
護
歴
史
学
会

幹
事
選
挙
規
約

第
一
条
　
目
永
存
護
歴
史
学
会
の
幹
事

の
定
数
は
一
〇
名
と
す
る
。

第
二
条
　
選
挙
人
お
よ
び
被
選
挙
人
の

資
格
は
、
幹
事
会
選
挙
の
行
な
わ
れ

る
年
度
に
発
行
さ
れ
る
日
本
看
護
歴

史
学
会
会
員
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い

る
者
と
す
る
。

第
三
条
　
選
挙
管
理
委
冒
会
は
、
幹
事

の
改
選
の
年
に
開
催
さ
れ
る
総
会
の

場
で
会
員
よ
り
選
出
さ
れ
た
三
名
の

選
挙
管
理
委
員
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ

る
。
選
挙
管
理
委
員
の
任
期
は
、
幹

事
の
承
認
が
行
な
わ
れ
た
時
ま
で
と

す
る
。

第
四
条
　
幹
事
選
挙
の
公
示
は
日
本
看

護
歴
史
学
会
会
報
の
紙
上
に
お
い
て

行
う
も
の
と
す
る
。

第
五
条
　
幹
事
選
挙
の
投
票
は
選
挙
管

理
委
員
会
の
規
定
す
る
投
票
用
紙
を

使
用
し
、
一
〇
名
を
連
記
し
、
日
太

看
護
歴
史
学
会
幹
事
選
挙
投
票
所
へ

無
記
名
で
郵
送
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
　
投
票
期
間
は
会
報
の
発
行
日

よ
り
三
カ
月
間
と
し
、
そ
の
最
終
日

当
日
消
印
の
あ
る
も
の
は
有
効
と
す

る
。

第
七
条
　
開
票
の
結
果
、
得
票
順
に
上

位
一
〇
名
の
者
を
幹
事
と
す
る
。
選

挙
管
理
委
員
会
の
確
認
後
、
辞
退
者

の
あ
っ
た
場
合
は
高
得
点
の
者
よ
り

順
次
繰
り
上
げ
、
一
〇
名
と
す
る
。

第
八
条
　
第
一
〇
位
の
者
が
複
数
以
上

あ
っ
た
場
合
に
限
り
、
該
当
者
は
す

べ
て
幹
事
と
み
な
す
も
の
と
す
る
。

選
挙
後
一
年
を
経
て
幹
事
の
中
か
ら

欠
員
が
生
じ
た
場
合
の
次
点
者
繰
り

上
げ
は
原
則
と
し
て
認
め
な
い
。

第
九
条
　
幹
事
選
挙
の
結
果
は
、
選
挙

後
も
っ
と
も
早
い
時
期
に
発
行
さ
れ

る
日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
紙
上
に

発
表
す
る
も
の
と
し
、
幹
事
の
承
認

は
総
会
の
場
で
行
う
。

第
一
〇
条
　
新
た
に
選
出
さ
れ
た
幹
事

は
そ
の
年
度
内
に
前
任
者
よ
り
事
務

の
引
き
継
ぎ
を
行
い
、
次
年
度
よ
り

幹
事
の
任
務
を
遂
行
す
る
。

付
則
1
　
太
規
則
の
改
廃
は
総
会
の
場

で
三
分
の
二
以
上
の
会
員
の
支
持
の

あ
っ
た
場
合
に
成
立
す
る
。

付
則
2
　
本
規
則
は
一
九
八
九
年
八
月

二
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

な
お
、
日
木
看
護
歴
史
学
会
幹
事
選

挙
規
約
の
制
定
に
伴
い
、
会
員
（
選
挙

人
、
被
選
挙
人
）
　
の
資
格
の
確
認
が
必

要
と
な
る
た
め
、
日
永
看
護
歴
史
学
会

会
則
第
六
条
の
会
員
資
格
を
、
次
の
よ

う
に
改
訂
す
る
こ
と
が
総
会
の
場
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
則

第
六
条
　
会
員
は
看
護
の
歴
史
に
関
す

る
研
究
に
関
心
の
あ
る
者
で
、
年
会

費
三
〇
〇
〇
円
を
納
め
た
者
と
す
る
。

た
だ
し
、
年
会
費
を
三
年
以
上
滞
納

し
た
者
は
会
員
の
資
格
を
失
う
。

選
挙
管
理
要
具
会
の
設
置
に
つ
い
て

幹
事
選
挙
の
実
施
に
伴
い
、
総
会
の

場
で
選
挙
管
理
委
員
三
名
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
選
挙
管
理
委
員
は
、

次
の
三
名
の
方
々
で
す
。

青
木
う
め
子
氏
　
赤
松
彰
子
氏

神
永
梅
子
氏

投
票
方
法
に
つ
い
て

選
挙
規
則
に
従
い
、
本
会
報
の
発
行

日
を
も
っ
て
選
挙
公
示
日
と
し
ま
す
。

投
票
期
間
は
発
行
日
か
ら
三
カ
月
後
の

一
九
九
〇
年
一
月
一
日
　
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

投
票
は
、
同
封
の
投
票
用
紙
を
使
用

し
、
幹
事
に
適
任
と
思
う
会
員
の
名
前

を
一
〇
名
連
記
し
て
、
同
封
の
投
票
所

宛
の
封
筒
に
入
れ
、
投
票
期
限
ま
で
に

郵
送
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一
〇
名
以
上
連
記
さ
れ
た
場
合
は
無
効

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

編
　
集
　
後
　
記

助
産
婦
二
一
〇
年
が
来
年
に
あ
た
る

な
ど
と
い
う
、
と
ん
で
も
な
い
ミ
ス
が

会
報
五
号
に
出
て
し
ま
っ
た
。
歴
史
と

は
事
象
の
発
生
の
因
果
関
係
を
重
視
す

る
も
の
。
そ
の
た
め
の
物
理
的
関
係
を

無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
誤
植
と

は
い
い
な
が
ら
斡
侍
を
正
し
た
い
。（か）

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
第
六
号

編
集
・
発
行
責
任
者

〒
嬰
尿
都
市
中
京
区
壬
生
東
高
田
町
卜

京
都
市
立
看
護
短
期
大
学
内

亀
山
　
美
知
子

頒
価
　
三
百
円

日
太
看
護
歴
史
学
会
事
務
局

〒
票
加
古
川
市
平
岡
新
在
家
二
三
〇

兵
庫
女
子
短
大
　
山
崎
雅
代
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